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総括 

川崎病の病因を究明する手段の一つとして、川崎病患者の主に免疫糸に関連した異常を調

べることを目的として研究を進めてきた。米国の研究室から発表されてきたいくつかの重

要な免疫学的な知見を追求するといったことも行ってきたが,残念ながら我々の手で再確

認でき得る川崎病に特徴的な一定した免疫反応異常を見いだすことはできなかった。しか

し,我々独自の研究でいくつかの新知見を明らかにすることができた。主に免疫病理学的検

索,ウイルスに関する反応性に関するもの,リンフォカイン産生異常に関するもの,またリ

ンパ球系の動態に関し,重要な基礎的知見を集積することができた。また自己抗体の検索に

おいて,抗リン脂質抗体をきわめて高率に検出したといった,血管炎発症との関連において

有用な結果を得ることもできた。とにかく確実な手技を駆使して・免疫糸に関連した研究

結果を集積できたことは意義深いと考えられた。 


